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JR 宮原駅 西 口 広場 に お ける 情報障害者誘導装置 に関す る評価実験
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In　order 　to　clarify 　a　synthetic 　measure 　concernlng 　barrier− free　of 　traffic 　enviroment 　for　people 　with

i皿paired 　v 正slon 　and 　hearing，　as 　an 　installation　exa 皿ple 　to　public 　facilities　of 　an 　induc重ive　system ，

Experimental　evaluation 　　was 　performed　around 　Miyahara 　station ．

Wlth　regard 　to　voice 　inductive　equipment ，　field　experiments 　were 　carried 　DuI　 with 　the　cooperation 　of 　an

blind　and 　low　vision 　people ，an 　actual 　condition 　was 　clarlfied ．　In　case 　of　an　inductive 　block ，　皇nfluence 　of

enviromental 　light　condition 　was 　exa 皿ined．　According　匡o　these　experlments ，　we 　clarifled 　actual　state 　and

issues　on 　leading　equlpment ，　and 　also 　showed 　future　measure ．
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　 視覚障害者の 歩行環境バ リア フ リー
化に 関す る総

合的施策 を明 らかにす るため 、 視覚障害者誘導シ ス テ

ム の 公 共施 設 へ の 敷設 例 と して 、 宮 原 駅 西 口 広 場

（photo ．1）の 誘導用床材に関す る評価 実験 を行 っ た。

音声誘導装置に関 し て は全盲と弱視の 被験者の 協力を

得、そ の 実態を明 らかにす る
一方、誘導用床材で は、光

環境の 影響を検討する こ と で 、こ れ ら誘導シス テ ム の

現状 と問題点 を把握 し 、 今後 の 施策 へ の 方向性 を提示

した 。

21 査 ・

　調査 対象 と した視覚障害者音声誘導装置 の諸元 を

table．1 に示 す 。 調査 を行 っ た装置 は、  駅前総合案内

板 （p血oto ．2）  駅舎入 りロアナ ウン ス （photo．3）  公衆

電話ボ ッ クス   エ レベ ー
タ
ー

乗 り場  公衆便所  バ ス

乗 り場  タ ッ チスイ ッ チ音声案内装置 （photo．4）  タ

ク シ
ー

コ
ー

ル システ ム等、電波発信機 に反応 して 音声

誘導 を行 う装置 9箇 所、タ ッ チ セ ンサー
で ある金属板

に触れ る こ と で 音声案内を提供する も の 4箇所 、計 13

箇所の うち 9箇所で ある 。 誘導用床材 、LED 誘導路

（photo．5）に関 して は 、 駅舎 1階の 北階段か ら南階段、

駅 舎 2階 コ ン コ
ー

ス を調 査対象 とした （figure．1，2）。
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3．≡ 査 　 法

　音 声 誘導 装 置 の 発 生音 と 環 境騒 音 を普 通 騒 音 計

（RION　 NA− 20） を通 して MD に 収録 し、案内音の ピ
ー

ク レ ベ ル 、LAeq、暗騒音及び周波数特性 を 、1／3オク

ターブバ ン ド実時 間分析器 （RION 　 SA− 27） を用 い 解

析 した。誘導用床材及 び敷 設地盤面の 輝度は 90cm毎
に色彩色差 計 （MINOLTA　 CS− IOO）で 測定 し 、 各測定点

の 照度 をデジ タル照度 計 （MINOLTA 　 T− IH） に よ り計

測 した。

鎧

4．1 立 士 ≡
’

に よる　 　 　 1　 　　 、

　音声誘導 によ る被験者別ル
ー

ト探索の 様子 を ま と

め figure．1，2 に、被験 者の 内訳 を table．2 に 示 す 。

　 こ れ らの 図か ら 、 経路探索 に お ける 両 者 の 顕著 な

相違は 、実験回数の 多少に よ ら ず、全盲者は 白杖 を

有効 活用 し、誘導用床材 に忠実 に歩行 す るの に対 し、

弱視者は音源の 方向に進行す る こ とで あ る。 こ れ ら

経 験や 発信機の 有無 に よる 所 要時 間 を比較 し fig−

ure．3 に示す 。 両者 と も 2 回 目の 所 要時 間 は、当初
　 140

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1F ト イ レ　 120

改 札 ・総 合 薬 内 板

　　　「．
ロ K 氏　〔弱 視

■ 鬮氏　〔全 盲一一一
　 1

．1

総 台 案 内 板 ・1F 公 衆 電 話
1F公 衆 電 話

・1F 卜

一一一．

table．　l　SamPle 　O正　VOiCe 　indUctive　eqUiP 皿ent

No ン の ス の

ン 20kHz
SP1 宮原駅改札

ビンポン
　　　 　　 ン 16kH【 r宮原駅改札 ロ と東ロ はこちらへお遭みください 」

ア　　 ン ス 1DkHz

　　　　 ピン
ピンポン

20kHz
SP2 総含案内振 ン 125kH 【 「総台寮内 板は こち らで す」

ン ス 1DKH 乙
　　　 　 ピ ン
ピン ポ ン

20kH 己
SP32 階 EV 蔚  ン 16kHz 「エ レ ベ ータ

ー
乗り堝は こちら です」

ン ス 、
　 　　 　　ピン
ピ ン ポ ン

2DkHz
SP4 宮原駅パ ス 停 ン 16kHz 「櫓扇 ．花 の丘行きバス乗 り場は こちらで す亅

ア　　ン ス 10kトセ
　　　　 ビン
ピンポ ン

500Hz20kHz
SP51 階巳V前 ρン 40DH 匡 16kHz rエ レ ベ ータ

ー
票リ場はこちらです 」

ア 　 　 ン ス 不

　　　　 ビン
ピンポン

50DH之　OkHz
SP71 階トイレ内 ・ン 4DσHz　16kH皀

rトイレ は こ ちらで す。突き当たりに 男 子 用

　　　 左 に 女 子用が あります」
ア ナウ ン ス 不

　　　　 ピン
ピ ン ポン

25kHz
SP9 公衆電話前 、ン 125kHz 「公飛竃 猛ボックスは 二 ちら です亅

ン ス ↑ DkHz

TA3 南階段下 アナウン ス 1DkH 乙

「南階段で す。こ の 階段を上 ると右側に

　 害 原駅改 札ロと東 口があります 」

TA4 南階 段上 アナ ウンス 1Dk トセ

∫南階 段です。こ の隴段 を降りると日達町方面で す．
　　　右後 に バ ス 粟り場とト イレ があります亅

table．2　 personal　藍nformatio 且

性 別 　　　年 齢 　　 障害等 級 　　 歩 行訓 練 　　　携 帯物

  男 66歳 弱 視 4級 経験 無 無

  男 65歳 全盲2級 経験無 白杖

1

　（
誇冒
巨
謹

に
鮎

200L

回 ロ 　 　 旧 日 　 　 発信機 有

　　　 　　糧瓢 数

殘信機 有　　 　1

figure．3　comParison 　with 　walking 　ti皿 e　by　using 　an

electric 　vave 　transmitter　and 　Walking　frequency

正igure．　l　 a　condition 　of　a　course 　search 　classified

by　subjects 　 accordi   to　voice 　 inducement （1F）

figure．2　　a　condition 　of　a　course 　search 　classified

by　subjects 　according 　to　voice 　induce皿ent　（2F）
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の 1／2程度で 、発 信機 を用

い 自 ら意 志決定 す る こ と の

有効性が示 されて い る 。

4．2 立 士 言
”

　 　Ml
，

　各測 定点に お ける音 声誘

導 装置 に 関す る調 査結果の

内、総 合案 内板前 の ス ピ
ー

カー前方 2m地点 に お ける時

系列波 形 とピーク時 ス ペ ク

トル を、figrlre．4， 5に示 す 。

アナウ ン ス 時間は、 10秒以

内で 、ピー ク レ ベ ル は各 々

　 1eo

　 go
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　 figure．5−1　sy皿thetic　guidance　board　「Pi！1g」
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100908r050504

〔＝可）
　一凵冫蓼【
°
ζ，譎明」」口
覃＝諍
oγ

3D
　 th 　 o 　　o 　　頃　　o 　 　口　　o 　　Ut 　 o 　 　ロ　　o 　　o 　　x 　　齧　　y 　　s 　　i 　　ニ　　メ 　 　s 　　＃　　誕 　 　江　　A　 o　　oつ　　O　　N　　り　　o　　Ut 　　尸　　o　　o　　冖　　O 　　o　　旧　　巴　　o 　　り　　凶　　O 　　O 　　m　　O 　　｛　　廨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ 　　　　 ニ 　の 　バ 　　　　ぐ　め 　di　 di　　　 tr

　 じen ［er 　「requency 　（Hz）　　　　　　　　　　　
−
　　　　　　　　

s
　　　　　　　　　　　　

｛

figure．5−3　synthetic 　guidance　board　　「a皿nounce 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （distance：2皿）

「アナウン ス 」 圏 peakI
■ BGN．一一．一一

一、

80〜 90dB 強 と高い 。 総合案内板前の埋 込み型 ス ピー

カで は、呈示 レ ベ ルが 高い もの の 、不 明瞭で ある と

の 指摘が あ っ た 。figure．5−3 よ り、音声の 主要な 帯

域 で ある 250 〜 400Hz の 音が 再生 され て お らず、音

量の み な らず音質 も 重要で あ る こ とが 示 され た 。ま

た、1階 EV 前で測定 した トイ レ案内の ス ペ ク トルを比

較する と （figure6−1，2） ス ピーカーが トイ レ内側に設

置されて い る為、ス ピ
ー

カ
ー

直下で 90dB（A）ある もの

の、1階 EV前で は暗騒音と 同等の 約 60dB （A）とな っ て

お り認知 しづ らい 様子 がわ か る 。 こ れ ら 9地点 の 、 ス

ピーカか ら 2m地点におけ る信号音 の ピー
ク レ ベ ル と

Leq、　 BGNを比較 し figure．7に示す。再生 レベ ル は ほぼ
　 100090907
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figUre．6−2　　diffraCtiO！L　SOUnd　正rO 皿　inSide　Of
　 　 　 　 　 　 　 the　rest 　room 　（in　front　of　EV）

SPI 　　　 SP2　　　 SP3　　　 SP4 　　　 SPs　　　 SPlSPg 　　　　 TA3 　　　　丁A4

ML．aSUremCfil 　POInL

figure．7　comparison 　vith 　LAeq　and　peak　level
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 with 　back　ground　noise
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一定で ，大きめ に設定 して ある 為 、 暗騒音に 比 し 20〜

30dBと高く、必要以上 に大きい様子が解る。

4，3 ピア 1 ン
豈

査 i士

　 経路探索実験 と並行し，被験者に ヒア リ ン グ調査 を

実施 した。要望項 目と共 に，歩行環境整備 へ の施策 を以

下 に提案する。

  音声誘導用ス ピーカーは、周辺の 暗騒音 レベ ルに呼応

した 自動応答シ ス テム を採用す る こ とが好ま し く、設

置高さと指向性に 留意す る。  総合案内板 の 設 置場所

は，階段近傍等の 危 険域 を避け 、 設置方法や設置場所 の

改善によ り、音声明 瞭度 を高 くする。  総合案内板 に設

けられた触地図 はス ウェ
ー

デン の 音響信号機に見 られ

るような模式図的表現が望ま し く、道路と地盤面 との 色

彩対比等、弱視者 に配慮 した計画が必要 とされ る。   エ

レベ ー
タ
ー
乗 り場の押 しボタンは大きめの凸型 として，

エ レベ ーターボ ッ クス 内外の ボタン 設置位置は統
一

す

る ことが望ましい。  音声情報は本 人が必要に応 じて取

得する姿勢が肝要で あ り、白杖等 も使用 して 聴覚 と触

覚を併用す る ことで の相乗効果が期待で きる。  階段手

す り、点字ブロ ッ ク等 、誘導手段が 中断 しな い よ う対

策 を講 じる必 要が ある。

4，4 　i 　
、
　　　　

−
1　糸S

　 誘導用床材 に関す る照明の 影響や色彩 を考慮 した調

査の内、駅 舎 1階の 北階段か ら南階段における誘導用

床材 と敷設地盤面の 輝度対比 、及び測定点にお ける照

度を figure．8に示す。図よ り誘導用床材の 黄色 に対 し、

敷設地盤面 が灰 色、も し くは著 しく汚れて い る場合、

輝度対比は L6 以上 と高 く誘導用床材の 色が認識 しや

すい も の の 、 敷設地 盤面 が 白色で あ る場合，輝度対比は

1．0 に近い 値 を示 し床材の 黄色 が 白色 と同化 して 認知

しづ らい こ とがわか る。強い 光源 とそ の 影 に よ っ て 生

じる照度差 も輝度対比の 低下を招 く事が示 され た。ま

た、色相、彩度等を考慮 して新 たに算出 した色差 と輝

度対比 を比較する と（figure．9）、昼間 にお いて は色差、

輝度対比の両者共同様な傾向 を呈 して い るが、夜間の

照明下 にお い て も検証を行 い バ リア フ リ
ー

の 環境整備

に反映して行きたい 。figure．10 に 昼 間、夕方、夜間 に

おける誘導用床材の 色度 を示す。こ れ を見る と、昼 間

の色度 は
一定で あるが、夕方か ら夜間に かけて分布が

不均
一

で あ る事が わ か る 。こ れ は誘導用床 材の 色が 、

夕方か ら点灯 し始め る人 工 照明に よ り影響 を受け て い

る為 と思わ れ る。

5．まとめ

　視覚障害者のバ リア フ リー
化に関する 先進的取 り組

み の
一

例 と して 不特定多数が 利用す る公共施設 内外 に

設置 され て い る視覚障害者誘導 シ ス テ ム の 実態を検証

した。誘導用床材に関 して は 今後 、夜間 にお い て 人工

照明が 視認性 に及 ぼす影響 を検討 して 行きた い 。

　　な お 、本研究は 文部省科学研究費 基礎研究（B ）（1 ）f情報

　障害者 の 経路探索 に 配慮 した 歩行環境整備とマ ルチ メデ ィ ア

技術の 応 用 に 関す る 研 究 」　 （代表 ： 野 村 み ど り課題 番号

10555209）の 助 成 に よ る。記 して 謝意 を表 し ます 。
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